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研究成果の概要（和文）：本研究では，施設が点で表される点的施設，および道路のように直線で表される線的
施設の最適な数と延長を求めるためのモデルを構築した．まず，最も近い施設および2番目に近い施設まで一定
の距離（カバー距離）以内の住民の割合（カバー率）を求め，カバー距離，施設の数・延長，施設の配置パター
ンが施設のカバー率に及ぼす影響を明らかにした．そして，一定のカバー率を達成するために必要となる施設の
数・延長を求めた．

研究成果の概要（英文）：This research develops a model for determining the number of point-like 
facilities and the length of line-like facilities. The proportions of the area covered within a 
distance from the first and second nearest facilities are derived. The proportions of the covered 
area demonstrate how the coverage distance, the number and length of facilities, and the pattern of 
facilities affect the level of coverage. The number and length of facilities required to achieve a 
certain level of coverage are then obtained.

研究分野：社会システム工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は，施設の統廃合や新規施設の開設など施設数に関する意思決定に役立つだけでなく，施設の最適
な配置を求める施設配置モデルの発展にもつながるなど，施設の効率的な整備に資することが期待できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 都市施設の最適な配置を探求する施設配置問題は都市計画，地理学，オペレーションズ・リサ
ーチなどの分野で研究され，様々なモデルが提案されている．そのような施設配置モデルを用い
る際には，その前段階として，配置する施設の数を決定する必要がある．例えば，代表的な施設
配置問題の一つである最大カバー問題は，施設がカバーできる住民の割合（カバー率）を最大化
するように，与えられた個数の施設の配置を決定する問題であり，施設数をモデルの内部で決め
ることはできない．したがって，施設数がアクセシビリティに与える影響を考察し，最適な施設
数を求めることは，施設配置に関する意思決定に有用な情報を提供する． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，計画者が目標とするアクセシビリティを達成するために必要となる施設数を求
めるモデルを構築する．それにより，施設の統廃合や増設に関する意思決定など施設の効率的な
整備に資することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
(1)点的施設モデルの構築 
 施設が点で表される点的施設を対象に，施設からどれだけ離れたところに何人の住民がいる
かを表すアクセス距離分布を用いて最適な施設数を決定するためのモデルを構築する．そして，
施設数とアクセシビリティとの関係を把握することで，計画者が目標とするアクセシビリティ
を達成するために必要となる施設数を求める． 
 
(2)線的施設モデルの構築 
 道路のように施設が直線で表される線的施設を対象に，アクセス距離分布を用いて施設の最
適な総延長を決定するためのモデルを構築する．そして，目標とするアクセシビリティを達成す
るために必要となる施設延長を求める． 
 
(3)実際の施設配置の分析 
 構築したモデルを実際の施設配置に適用し，現状の施設数を評価する．まず，道路距離の下で
施設へのアクセス距離分布を計測する．そして，現状と同等のアクセシビリティを達成するため
に必要となる施設数を求め，実際の施設数と比較することで配置を評価する． 
 
(4)モデルの高度化と整備方針の提案 
 実際の施設配置の分析から得られた知見を，より記述力の高いモデル構築へとフィードバッ
クさせる．以上の分析から得られた施設数とアクセシビリティとの関係，および最適な施設数の
性質を整理し，施設を効率的に整備するための指針を得る． 
 
４．研究成果 
(1)点的施設モデル 
 点的施設を対象に，最適な施設数を決定するためのモデルを構築した．まず，格子状配置とラ
ンダム配置に対するアクセス距離分布（図 1）を用いて，施設数と施設まで一定の距離（カバー
距離）以内の住民の割合（カバー率）との関係を把握した．そして，同じ施設数とカバー距離で
は格子状配置のカバー率の方がランダム配置よりも大きいこと，また，ランダム配置では 100%
のカバーは不可能であることを示した． 

図 1. 最も近い施設までのアクセス距離分布: (a)格子状配置; (b)ランダム配置 

  



 
 次に，アクセシビリティをカバー距離とカバー率の組み合わせで設定し，設定したアクセシビ
リティを達成するために必要となる施設数を求めた（表 1）．そして，カバー距離が短くなるほ
ど，また，目標とするカバー率が大きくなるほど，最適な施設数が増えることを示した．また，
ランダム配置の方がより多くの施設が必要になることが分かった．さらに，最も近い施設までの
距離分布だけでなく，施設閉鎖の可能性を考慮して，2番目に近い施設までの距離分布，および
最も近い施設と 2番目に近い施設までの距離の同時分布を用いて最適な施設数を求めた． 
 
表 1. アクセシビリティを達成するために必要な施設数 

 
(2)線的施設モデル 
 線的施設を対象に，最適な施設延長を決定するためのモデルを構築した．まず，格子状配置と
ランダム配置に対するアクセス距離分布（図 2）を用いて，施設延長と施設まで一定の距離（カ
バー距離）以内の住民の割合（カバー率）との関係を把握した． 

図 2. 最も近い施設までのアクセス距離分布: (a)格子状配置; (b)ランダム配置 
 
 次に，アクセシビリティをカバー距離とカバー率の組み合わせで設定し，設定したアクセシビ
リティを達成するために必要となる施設延長を求めた（表 2）．そして，最適な施設延長はカバ
ー距離に反比例することを示した．また，最も近い施設までの距離分布だけでなく，施設閉鎖の
可能性を考慮して，2番目に近い施設までの距離分布，および最も近い施設と 2番目に近い施設
までの距離の同時分布を用いて最適な施設延長を求めた． 
 
表 2. アクセシビリティを達成するために必要な施設延長 

 
(3)山梨県 10市町における施設配置の分析 
 構築したモデルを山梨県の 10 市町における図書館，公民館，体育施設に適用し，現状の施設
数を評価した．まず，最寄り施設までの平均距離・最大距離，および人口と面積に基づく施設充
実度を用いて，施設配置の利便性・効率性を評価した．その結果，例えば図書館は北杜市，甲州
市，中央市が多く，甲府市，山梨市が少ないことが分かった． 
 次に，施設数が少ない自治体には他自治体との施設の相互利用を提案し，相互利用による効果
が大きい自治体の組み合わせを求めた（表 3）．例えば，図書館の相互利用による効果が大きい
組み合わせは甲府市と甲斐市，韮崎市と北杜市，山梨市と甲州市であることが分かった．また，
施設数が少ない自治体には施設の閉鎖を提案し，平均距離を最小にする最適な閉鎖施設を求め



た（図 3）． 
 
 
表 3. 相互利用時の図書館までの平均距離 

 

図 3. 北杜市図書館の最適な 2箇所の閉鎖施設 
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